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江
戸
時
代
、
旧
暦
の
一
月
と

七
月
の
二
十
六
日
の
夜
に
、
月

の
出
る
の
を
待
っ
て
拝
む
二
十

六
夜
待
と
い
う
行
事
が
盛
ん

だ
っ
た
ら
し
い
。
も
っ
と
も
一

月
は
寒
い
の
で
実
際
は
七
月
こ

と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
今
年
で

言
え
ば
８
月
29
日
に
な
る

▼
こ
の
日
の
月
は
夜
半
過
ぎ
に

出
る
間
際
に
三
つ
に
別
れ
た
光

が
瞬
時
に
一
つ
に
な
り
、
そ
の

中
に
阿
弥
陀
・
観
音
・
勢
至
の

三
尊
の
姿
が
出
現
。
こ
れ
を
拝

む
と
幸
運
が
得
ら
れ
る
と
い
う

も
の
。
晴
れ
た
夜
で
な
け
れ
ば

幸
運
の
三
尊
は
拝
め
な
い

▼
当
時
は
高
台
や
海
岸
に
多
く

の
人
々
が
集
ま
り
、
中
で
も
高

輪
や
品
川
で
は
料
理
屋
は
も
ち

ろ
ん
、
路
上
に
並
ぶ
数
々
の
屋

台
も
大
い
に
繁
盛
し
、
踊
り
や

唄
の
舞
台
も
人
気
だ
っ
た
と
い

う
。
天
気
さ
え
良
け
れ
ば
、
夜

通
し
で
楽
し
ん
だ
の
だ
ろ
う

▼
今
の
東
京
で
は
明
る
さ
が
邪

魔
を
し
て
、
こ
の
行
事
を
楽
し

め
る
場
所
は
な
か
な
か
み
つ
か

る
ま
い
。
だ
が
、
月
を
待
ち
な

が
ら
夜
通
し
で
酒
食
を
楽
し
む

な
ん
て
、
な
ん
て
素
敵
で
風
流

な
催
し
だ
ろ
う
。
幼
少
の
頃
に

毎
年
、「
お
月
見
」
を
し
た
こ

と
を
懐
か
し
く
想
い
出
す
。

　

キ
ン
レ
イ
は
こ
の
ほ
ど
、

亀
山
工
場
第
１
期
工
事
完
成

内
覧
会
を
同
工
場
（
三
重
・

亀
山
）
で
開
い
た
。
同
会
に

は
一
見
勝
之
三
重
県
知
事

（
写
真
中
央
左
）、
櫻
井
義
之

亀
山
市
長
（
同
左
）、
森
美

和
子
同
市
議
会
議
長（
同
右
）

ら
地
元
自
治
体
関
係
者
が
多

数
出
席
し
た
。

　

内
覧
会
冒
頭
、
白
潟
昌

彦
社
長
（
同
中
央
右
）
は
、

「
３
月
末
か
ら
１
ラ
イ
ン
を

稼
働
開
始
し
、『
お
水
が
い

ら
な
い 

横
浜
家
系
ラ
ー
メ

ン
』『
同 

ラ
ー
メ
ン
横
綱
』

シ
リ
ー
ズ
を
中
心
に
生
産
し

て
い
る
。
今
年
は
創
業
50
周

年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
あ

り
、
次
の
節
目
の
年
に
向
け

て
着
実
に
進
化
・
発
展
し
て

い
く
と
と
も
に
、
環
境
に
も

配
慮
し
た
安
全
で
働
き
や
す

い
工
場
を
実
現
し
、
地
元
に

貢
献
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

田
嶋 

徹
常
務
取
締
役
生
産

本
部
長
は
「
専
門
店
を
超
え

る
品
質
を
提
供
で
き
る
工
場

に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
一

見
知
事
は
祝
辞
で
、「
知
事

に
就
任
し
て
す
ぐ
誘
致
の
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

新
工
場
設
立
を
地
元
の
高
齢

者
・
外
国
人
の
雇
用
確
保
に

も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」、

櫻
井
市
長
は
「
未
来
に
向
け

た
力
強
い
事
業
展
開
と
と
も

に
、
地
域
活
動
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
地

元
民
と
し
て
と
て
も
心
強

い
」
と
述
べ
た
。

　

同
工
場
は
用
地
面
積
３
万

５
７
６
４
㎡
と
既
存
の
筑
波

工
場
・
大
阪
工
場
の
２
倍
超
。

関
東
・
関
西
地
方
と
も
に
運

搬
し
や
す
い
立
地
か
つ
、
工

場
か
ら
高
速
道
路
の
出

入
口
ま
で
も
車
で
約
２

分
と
好
ア
ク
セ
ス
で
、

物
流
の
観
点
か
ら
も
生

産
基
盤
を
強
化
す
る
。

　

生
産
ラ
イ
ン
で
は
、

小
麦
粉
の
投
入
に
自
動

開
袋
機
を
導
入
。
重
量

物
を
扱
う
作
業
を
機
械

化
す
る
こ
と
で
効
率
化

を
図
る
と
と
も
に
、
労

働
環
境
に
も
配
慮
。
ま
た
、

包
装
・
梱
包
工
程
も
全
面
的

に
自
動
化
し
省
人
化
を
実
現

し
た
。
環
境
へ
の
取
り
組
み

も
推
進
し
、
製
品
倉
庫
、
製

品
フ
リ
ー
ザ
ー
な
ど
全
大
型

冷
凍
機
に
脱
フ
ロ
ン
・
脱
炭

素
型
の
自
然
冷
媒
を
採
用
、

超
高
効
率
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
型
機
器
も
導
入

し
た
。

　

第
１
期
で
は
高
付
加
価
値

冷
凍
調
理
麺
生
産
拠
点
と
し

て
、
具
付
き
ラ
ー
メ
ン
中
心

に
既
存
商
品
の
供
給
力
を
増

強
す
る
。
第
２
期
工
事
は
３

～
４
年
後
の
稼
働
計
画
で
、

将
来
構
想
用
地
の
確
保
と
と

も
に
、
商
品
の
品
質
向
上
の

た
め
調
理
加
工
ス
ペ
ー
ス
に

余
裕
を
持
た
せ
た
設
計
と
す

る
。
用
地
に
つ
い
て
は
、
市

場
動
向
や
生
活
者
の
変
化
を

見
極
め
な
が
ら
構
想
し
て
い

く
。

　
︿「
お
水
が
い
ら
な
い
」
シ

リ
ー
ズ
﹀

　

凍
っ
た
ま
ま
火
に
か
け
る

だ
け
で
具
付
き
麺
が
で
き
る

手
軽
さ
か
ら
、
２
０
１
０
年

の
発
売
か
ら
累
計
販
売
数
２

億
食
を
突
破
。
近
年
は
ラ
ー

メ
ン
の
伸
長
著
し
く
売
上
を

牽
引
中
だ
。

　

同
社
で
は
、「
専
門
店
を

超
え
る
専
門
店
の
味
」
の
実

現
を
目
指
し
、
ス
ー
プ
や
具

材
の
内
製
化
を
推
進
。
新
工

場
内
も
調
理
加
工
ス
ペ
ー
ス

が
広
い
設
計
と
な
っ
て
お

り
、
よ
り
本
格
的
な
お
い
し

さ
を
追
求
す
る
。（
富
下
夏
美
）

亀山工場内覧会キンレイ

　

東
京
壜
容
器
協
同
組
合

（
東
び
ん
）
は
12
日
、
都
内

で
「
第
61
回
通
常
総
会
」
を

開
催
。
組
合
員
80
名
に
対
し

出
席
40
名
、
委
任
状
40
通
で

成
立
し
た
。

　

会
に
先
立
ち
今
井
明
彦
理

事
長
が
あ
い
さ
つ
。
感
染
症

対
策
に
追
わ
れ
た
３
年
間
か

ら
の
日
常
回
復
と
昨
今
の
コ

ス
ト
上
昇
や
国
際
情
勢
な
ど

に
ふ
れ
た
う
え
で
「
以
前
の

日
常
が
取
り
戻
さ
れ
つ
つ
あ

る
中
で
、
訪
日
客
需
要
も
戻

り
つ
つ
あ
る
。
一
方
で
中
長

期
的
に
見
れ
ば
、
少
子
高
齢

化
に
伴
う
人
口
減
に
よ
る

飲
食
業
へ
の
影
響
も
大
き

い
。
業
種
に
よ
っ
て
は
国
内

の
減
少
分
を
輸
出
で
カ
バ
ー

で
き
る
が
、
当
業
界
に
お
い

て
は
難
し
い
。
さ
ら
に
輸
送

問
題
・
人
手
不
足
な
ど
課
題

も
多
い
。
環
境
問
題
が
重
要

性
・
緊
急
性
を
増
し
て
い
く

一
方
で
、
飲
食
料
品
業
界
で

は
リ
ユ
ー
ス
び
ん
の
使
用
を

減
ら
し
、
他
容
器
で
の
水
平

リ
サ
イ
ク
ル
を
重
視
す
る
の

が
時
代
の
趨
勢
と
な
っ
て
い

る
。
ガ
ラ
ス
び
ん
が
リ
ユ
ー

ス
可
能
で
あ
る
こ
と
の
理
解

は
さ
れ
て
い
て
も
行
動
が
伴

わ
な
い
の
が
実
情
だ
。
当
業

界
も
こ
う
し
た
動
き
に
合
わ

せ
た
仕
事
の
進
め
方
を
考

え
、
努
力
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
な
ど
と
今
後
の
組
合

運
営
に
つ
い
て
話
し
た
。

　

第
１
号
議
案
２
０
２
３
年

度
事
業
報
告
及
び
決
算
関
係

書
類
承
認
の
件
、
第
２
号
議

案
２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
並
び
に
経
費
の
賦

課
及
び
徴
収
方
法
決
定
の
件
、

第
３
号
議
案
２
０
２
４
年
度

借
入
金
残
高
の
最
高
限
度
決

定
の
件
、
第
４
号
議
案
役
員

報
酬
決
定
の
件
、
第
５
号
議

案
２
０
２
３
年
度
共
済
会
会

計
報
告
承
認
の
件
に
つ
い
て

議
案
通
り
承
認
。
23
年
度
に

活
動
目
標
に
加
え
た
「
Ｐ
箱

不
足
に
よ
る
バ
ラ
び
ん
の
カ

レ
ッ
ト
化
を
回
避
す
る
た
め
、

Ｐ
箱
無
し
で
も
リ
ユ
ー
ス
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す

る
」
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

段
ボ
ー
ル
梱
包
出
荷
の
扱
い

を
Ｐ
箱
入
り
に
転
換
す
る
様

販
売
店
な
ど
に
要
請
を
続
け

る
。「『
７
２
０
㎖
規
格
統
一

壜
』
の
開
発
に
積
極
的
に
協

力
す
る
」
に
つ
い
て
は
Ｒ
７

２
０
㎖
び
ん
を
軸
に
進
め
て

い
く
方
向
で
協
議
を
続
け
る
。

東
京
壜
容
器
協
同
組
合
、時
代
の
趨
勢
に
合
せ
る
考
え
示
す


